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ビルダー登 録 No

登 録 物 件 N o

A 6 1 0 0 0 7 7

Y 0 4 4 4 5 4 7

t e ルタ◆‐ 様 名

現 場 名

株式会社 森田住宅

様邸

外 装 下 地 検 査 合 否 判 定 合格

項目 方法 内 容 判定 備 考

防

水

□
防水シートの施工は完了してし、るか。 囮横貼り . □縦貼り
(目視できない個所は聴取り確認)

回聴取り確認個所無 口聴取り確認個所有(個所名: )
〇
×不合格の場合は状況記入

△ ラスモルタル直仕
上げの場合、 アスファル トフェル ト、 又はそれと

同等以上のモルタル下地専用防水シートが使われているか。

△ 横貼りの場合で防水シートの重ね代は
上下方向で9omm以上、横方向

で150mm以上設けられているか。 (縦貼りは上下 ･横共9omm以上)
〇

□

外断熱工法の場合で、 防水材を兼ねる断熱材の継ぎ目は、 防水テー
プなどで防水処理をされているか。
(目視できない個所は聴取り確認)

□聴取り確認個所無 口聴取り確認個所有(個所名: )

□

開口部外部は防水テープ (ッ‐バイテープ等) で防水処理されているか
(目視できない個所は聴取り確認)
回聴取り確認個所無 口聴取り確認個所有(個所名: )

開口部外部下部は下記のいずれかでも可。

(カレミ水切り.先張り防水シ-ト･サッシ取り付け前に防水層を窓台上端まで巻き込み施工)

〇

△

防水シート貫通部との取合い部分は防水テープ、 コーキング等によ
り防水処理されているか。 (以下 確認できた個所) 〇回 居室換気 口台所換気扇 団浴室換気扇 図トイレ換気扇 - □ガス配管

口 給水･給湯 回排水通気管 口電気引込線 図 外部配線 回その他

□
笠木天端の防水シートは連続的に施工されているか。
(手摺壁のスリット開口部含む) 〇

□
笠木端部と外壁との取合い部分の防水シートに隙間がないか。
(手摺壁のスリット開口部含む) 〇

J I O

断

熱

性

△

断熱材の種類及び厚みは設計図通りか。
foo十75mm

土壁下地

100十50面 畳敷 10omm

工事未完了の場合の施工確認
指示

回した □しない

回した □しない

□屋根 . 回天井 (グラスウール , 175 mm) 〇
外気に接する壁 ( , mm)

外気に接する床 ( , mm)

回 1階床 . 口基礎断熱 (グラスウール ,
150 mm) 〇

特殊構造の壁 口地下室部分 口 1階RC部分 ･ 口鉄骨部分

( , mm)

防
湿
△
繊維系断熱材の防湿シートは室内側に向けられているか。

防湿シートに破損 (やぶれ)はないが。

で で 。 こ

特記仕様にある場合に限り、併せて以下の項目を確認します。
吐 I l開目部観占麺腕K壮が梅芒されているか(1階掃出しテラスサッシ含む) I I I
M □ (目視できない個所は聴取り確認) ‐
I I ) I 1 I□聴取り確認個所無 口聴取り確認個所有(個所名:

方法の凡例 :□全数を目視確認 △抽出で目視確認

判定の凡例 "○合格 ×不合格 - 該当なし
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